
表fl　改定内容(基礎課税分)

区　分 改定額(率)改 定 後

所得割率 改定なし220／100220／100

現　　行

均等割額 2,200円24,700円22,500円

課税限度額 １万円52万円51万円

表„　一般会計繰入金(赤字補てん)の推移

年　　度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度(見込)

その他一般会計繰入金
(赤字補填額)

1,842,173千円

2,060,000千円

1,630,000千円

1,869,000千円

1,834,000千円

2,102,035千円

表‡　改定内容(介護納付金分)

区　分 改定額(率)改 定 後

所得割率 21／10047／10026／100

現　　行

均等割額 3,600円10,800円7,200円

課税限度額 ２万円８万円６万円

表‚　介護納付金の推移

12年度
決算

９
８
７
６
５
４
３
２
１
０

億円

13年度
決算

15年度
見込

14年度
決算

16年度
予算

介護納付金

ん
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
額
は
平

成
15
年
度
で
は
21
億
円
程
度
（
表

„
）
と
見
込
ま
れ
、
16
年
度
の
市

税
収
入
が
10
年
前
と
同
水
準
と
予

想
さ
れ
て
い
る
中
、
市
財
政
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
こ

れ
以
上
の
赤
字
繰
入
は
避
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
厳
し
い
経
済
状
況

で
す
が
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
す
。

国
保
財
政
の
健
全
運
営
の
た

め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

∞
保
険
課
ò
内
線
２
３
８
２

備
を
目
的
と
し
た
目
的
税
で
、
事

業
者
が
市
内
事
業
所
の
床
面
積
や

給
与
総
額
な
ど
か
ら
算
定
し
、
申

告
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

◇
納
税
義
務
者
　
事
業
所
に
お
い

て
事
業
を
行
う
法
人
ま
た
は
個
人

◇
税
率
　
資
産
割
＝
事
務
所
床
面

積
１
平
方
A
に
つ
き
600
円
、
従
業

者
割
＝
従
業
者
給
与
総
額
の
０
・

２
５
％

◇
課
税
対
象
規
模
　
事
業
所
の
延

床
面
積
１
千
平
方
A
超
、
ま
た
は

市
内
従
業
者
数
100
人
超
。

◇
申
告
納
付
期
限
　
法
人
は
事
業

年
度
終
了
の
日
か
ら
２
カ
月
以

内
、
個
人
は
翌
年
の
３
月
15
日
ま

で
※
建
物
を
賃
借
し
て
い
る
場
合

は
、
事
業
を
し
て
い
る
方
が
納
税

義
務
者
で
す
（
建
物
の
貸
主
は
貸

付
申
告
書
の
提
出
が
必
要
）。

※
市
内
に
複
数
の
事
務
所
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
合
算
し
て
計
算

し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
民
税
課
ò
内
線

２
３
５
６
へ
。
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表·　医療費の推移

11年度
決算

120 
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40 
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0

億円

12年度
決算

13年度
決算

14年度
決算

15年度
見込

16年度
予算

老健拠出金
医療給付費

〈参考〉一世帯あたり保険税の比較
(平成14年度決算 医療・介護分合計)

一世帯当り限度額
三　鷹　市
多摩26市平均
最　　高
最　　低

東京都23区平均

111,390円
124,074円
141,170円
101,167円
118,872円

事
業
所
税
は
、
都
市
環
境
の
整

今
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
を
５
月
31
日
Ã
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
資
産
税
課
ò
内
線

２
３
６
２
へ
。

平
成
16
年
度
の
国
民
健
康
保
険

の
基
礎
課
税
（
医
療
分
）
保
険
税
、

40
〜
64
歳
の
方
に
か
か
る
介
護
納

付
金
分
保
険
税
を
引
き
上
げ
ま
し

た
（
表
fl
、
‡
）。

国
民
健
康
保
険
は
、
相
互
扶
助

に
よ
り
運
営
さ
れ
る
医
療
保
険
制

度
で
、
本
来
保
険
税
と
国
の
負
担

金
な
ど
を
財
源
と
し
て
成
り
立
つ

制
度
で
す
。

近
年
の
高
齢
化
の
進
展
や
加
入

者
の
増
加
な
ど
で
医
療
費
は
増
加

傾
向
（
表
·
）
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
介
護
保
険
の
財
源
で
あ
る
介
護

納
付
金
に
つ
い
て
も
、
介
護
サ
U

ビ
ス
利
用
の
拡
大
に
伴
い
増
加

（
表
‚
）
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
保
険
税
収
入
は
伸
び
ず
赤
字

は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

赤
字
分
は
一
般
の
税
金
で
補
て

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
伴
い

特
例
許
可
基
準
、
特
別
用
途
地
区
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

た
100
平
方
A
未
満
の
敷
地
で
は
建

築
行
為
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
分
割
方
法
や
接
道
な

ど
の
基
準
を
満
た
す
75
平
方
A
以

上
の
敷
地
で
あ
れ
ば
一
敷
地
に
限

り
例
外
的
に
建
築
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
建
築
指
導
課
ò
内

線
２
８
２
３
へ
。

６
月
下
旬
に
告
示
予
定
の
用
途

地
域
等
の
見
直
し
に
伴
い
、
三
鷹

市
で
は
新
し
い
規
制
へ
の
特
例
基

準
、
特
別
用
途
地
区
に
関
す
る
条

例
を
定
め
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は

ホ
U

ム
ペ
U

ジ
ま
た
は
担
当
課

へ
。無

秩
序
な
開
発
を
防
ぎ
良
好
な

住
宅
地
を
形
成
す
る
た
め
、
第
一

種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
（
建
ぺ

い
率
60
％
地
区
を
除
く
）
に
お
け

る
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限

度
を
100
平
方
A
に
定
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

告
示
日
以
降
、
新
た
に
分
割
し

◆
対
象

国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
次
の
い
ず
れ
か
の
方
。
fl
出
産

予
定
日
が
１
カ
月
以
内
の
方
、
‡

妊
娠
４
カ
月
以
降
で
医
療
機
関
な

ど
か
ら
診
療
費
用
の
請
求
を
受
け

た
（
支
払
っ
た
）
方
。

※
申
請
お
よ
び
借
受
は
世
帯
主

の
方
に
な
り
ま
す
。

◆
貸
付
額

24
万
円
を
上
限
に
必

要
な
金
額
。

◆
返
済
方
法

出
産
後
に
支
給
さ

れ
る
出
産
育
児
一
時
金（
30
万
円
）

の
一
部
を
充
当
す
る
こ
と
で
返

済
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

母
子

手
帳
、
診
療
費
用
の
内
訳
が
記
載

さ
れ
た
請
求
書
・
領
収
書
（
対
象

‡
の
方
）
、
印
鑑
、
世
帯
主
の
銀

行
口
座
が
わ
か
る
も
の
、保
険
証
。

く
わ
し
く
は
保
険
課
ò
内
線
２

３
８
７
へ
。

■
事
業
所
税
を

ご
存
知
で
す
か

■
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

５
月
31
日
Ã
ま
で

■
建
築
物
の
最
低
敷
地
面
積
に

係
る
特
例
許
可

建
築
物
の
高
さ
制
限
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
は
第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域
の
10
A
規
制
の
み
で
し

た
が
、
今
回
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域

を
対
象
に
区
域
ご
と
の
特
性
に
応

じ
て
10
A
・
25
A
・
35
A
規
制
と

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
、
図
書
館
、
病

院
な
ど
の
都
市
施
設
と
、
既
存
不

適
格
建
築
物
（
規
制
前
に
存
在
し

た
規
制
を
超
え
た
建
築
物
）
に
つ

い
て
は
、
告
示
日
以
降
も
例
外
的

に
一
定
の
範
囲
内
で
規
制
の
高
さ

を
超
え
た
建
替
え
な
ど
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
建
築
指
導
課
ò
内

線
２
８
２
３
へ
。

政
策
誘
導
と
し
て
の
土
地
利
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
対
象

と
し
た
特
別
用
途
地
区
に
つ
い
て

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
特
別
商
業
活
性
化
地
区

◆
特
別
都
市
型
産
業
等
育
成
地
区

◆
特
別
文
教
・
研
究
地
区

く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課
ò
内

線
２
８
１
５
へ
。

■
建
築
物
の
絶
対
高
さ
に

係
る
特
例
許
可

■
特
別
用
途
地
区
の
指
定

国民健康保険税を
改定します

三鷹駅南口

指 定 自 転 車 等 駐 車 場 の

追加利用登録を受け付けます

４月19日Ã～26日Ã

住
所
、
通
勤
・
通
学
先
が
三
鷹

駅
か
ら
お
お
む
ね
800
A
以
上
の

距
離
に
あ
る
方
。

◆
登
録
手
数
料

◇
市
民
　
一
般
３
千
円
、
学
生

２
千
円
。

◇
市
民
以
外
　
一
般
４
千
円
、

学
生
３
千
円
。

※
学
生
の
方
で
も
学
生
証
、

合
格
証
、
入
学
許
可
証
な
ど
の

写
し
が
な
い
と
一
般
の
手
数
料

と
な
り
ま
す
。

※
身
体
の
不
自
由
な
ど
特
別

な
事
情
の
あ
る
方
に
は
手
数
料

の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
書
の
配
付
場
所

道
路

交
通
課
都
市
交
通
係
（
市
役
所

５
階
W
番
窓
口
）
、
三
鷹
駅
市

政
窓
口

◆
申
請
方
法

申
請
書
に
必
要

事
項
を
す
べ
て
記
入
し
社
員

証
・
学
生
証
な
ど
通
勤
・
通
学

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
（
定

期
券
・
名
刺
は
不
可
）
を
添
え

て
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市

役
所
道
路
交
通
課
都
市
交
通

係
」
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
同
課

市
で
は
三
鷹
駅
を
利
用
さ
れ

る
み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
駅
周
辺
に
自
転
車
等
駐

車
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
16
年
６
月
末
を
も
っ
て
閉

鎖
さ
れ
る
駐
輪
場
が
あ
り
、
こ

の
代
替
と
し
て
確
保
す
る
駐
輪

場
に
若
干
の
余
裕
が
生
じ
ま
し

た
の
で
、
今
回
、
追
加
の
利
用

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
対
象
駐
輪
場

Á
禅
林
寺
通

り
第
２
駐
輪
場
（
別
図
参
照
）

◆
募
集
台
数

約
50
台
（
自
転

車
の
み
）

a

Ê

至吉祥寺至武蔵境

三
鷹
通
り

禅
林
寺
通
り

中
央
通
り

酒
屋

す
ず
か
け
通
り

東
京
三
菱

銀
行

三
鷹
商
工
会
館病

院

Ã

À
さくら通り

丸正

三
鷹
駅
前

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

南口

Á

Â

Õ

三鷹駅

み
ず
ほ
銀
行

禅
林
寺
通
り
第
２
駐
輪
場

（
今
回
募
集
分
）

無料駐輪場

買物駐輪場

№ 駐 輪 場 名 区分

Á

Â

Ê

À

Ã

Õ

禅林寺通り第２駐輪場

下連雀４丁目駐輪場

電車庫通り駐輪場

さくら通り駐輪場

すずかけ駐輪場

三鷹産業プラザ駐輪場

登
録

無
料

買
　
物

（
３
時
間
以
内
）

◆
利
用
登
録
期
間

５
月
17
日
Ã
〜

平
成
17
年
３
月
31

日
œ

◆
利
用
で
き
る
方

次
の
fl
〜
·
の

す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
fl
三
鷹
市

か
隣
接
す
る
市
・

区
に
住
所
ま
た
は

通
勤
・
通
学
先
が

あ
る
方
。
‡
通

勤
・
通
学
で
週
４

日
以
上
三
鷹
駅
を

利
用
す
る
方
。
·

（
市
役
所
５
階
W
番
窓
口
）
へ

申
し
込
む
。
申
請
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
登
録
の
な
い
方
や
買
物
時
は

専
用
駐
輪
場
へ
】

三
鷹
駅
南
口
周
辺
に
は
、
ど

な
た
で
も
使
え
る
無
料
駐
輪
場

（
Â
Ê
）
や
短
時
間
（
３
時
間

以
内
）
の
買
物
用
駐
輪
場
（
À

Ã
Õ
）
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
歩
道
な
ど
に
放
置
し

ま
す
と
、
歩
行
者
、
特
に
身
体

の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
に
は

と
て
も
危
険
で
す
。

各
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。∞

道
路
交
通
課
都
市
交
通
係

ò
内
線
２
８
８
４

ご
利
用
く
だ
さ
い

出
産
資
金
貸
付
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

空
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
と
い
っ

た
犯
罪
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
犯
罪
を
防
止
す
る
た

め
に
、
パ
ト
ロ
U
ル
や
防
犯
チ
ラ

シ
の
配
付
、
補
助
錠
の
活
用
な
ど

に
地
域
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
審
者
（
車
）
を
見
た
ら

110
番
通
報
を
。

◆
パ
レ
U
ド
も
実
施

４
月
29
日

è
午
後
１
時
か
ら
、中
央
通
り
で
。

∞
三
鷹
警
察
署
生
活
安
全
課
ò

49
―
０
１
１
０
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